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教
員
の
近
況

川
　
森
　
博
　
司
（
民
俗
学
担
当
）

二
〇
二
二
年
度
も
コ
ロ
ナ
対
応
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、

対
面
授
業
が
全
面
的
に
復
活
し
、
マ
ス
ク
状
態
の
中
で
日
常
性
回

復
に
向
け
て
の
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
個
人
レ
ベ
ル
の
研
究
と
し
て
は
、「
異
類
婚
姻
譚
」（
人
間
が

人
間
以
外
の
存
在
と
結
婚
す
る
話
）
に
つ
い
て
の
単
著
の
書
き
下

ろ
し
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
博
士
論
文
を
ま
と
め
た
『
日

本
昔
話
の
構
造
と
語
り
手
』（
二
〇
〇
〇
年
）
以
降
の
口
承
文
芸

に
つ
い
て
の
研
究
の
集
大
成
的
な
側
面
も
あ
り
、
そ
の
中
で
新

し
い
発
見
も
あ
っ
て
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
書
き
進
め
ま
し
た

（
二
〇
二
三
年
一
一
月
末
刊
行
）。

こ
の
よ
う
な
文
化
史
的
な
研
究
の
一
方
で
、「
現
代
社
会
」
の

授
業
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
見
田
宗
介
の
研
究
を
媒
介
に
し

て
、
柳
田
国
男
の
民
俗
学
を
現
代
社
会
論
に
接
続
す
る
た
め
の
方

法
論
的
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
作
業
も

二
〇
二
四
年
度
に
は
論
考
の
形
に
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
人
生
も
六
〇
代
の
後
半
に
入
り
、
い
よ
い
よ
「
締
め
切

り
の
あ
る
人
生
を
生
き
る
」
と
い
う
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。「
い
つ
か
は
ゴ
ー
ル
に
達
す
る
と
い
う
よ
う
な
歩
き
方
で

は
だ
め
だ
。
一
歩
一
歩
が
ゴ
ー
ル
で
あ
り
、
一
歩
が
一
歩
と
し
て

の
価
値
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
ゲ
ー
テ
の
言
葉
を

胸
に
日
々
を
歩
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

齋
　
藤
　
瑞
　
穂
（
日
本
考
古
学
担
当
）

門
司
で
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
み
、
翌
朝
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お

り
立
っ
た
日
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

着
任
一
年
目
の
二
〇
二
二
年
度
は
、
行
吉
学
園
教
育
・
研
究
助

成
費
（
研
究
部
門
）
の
採
択
を
得
、
豊
岡
市
大
篠
岡
散
布
地
の
試

掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
権
者
の
方
々
や
区
長
さ
ん
、
豊
岡

市
文
化
財
室
を
は
じ
め
、
御
高
配
賜
っ
た
皆
様
方
に
は
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

基
礎
演
習
・
史
学
演
習
の
授
業
で
は
、
前
期
に
神
戸
市
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
を
、
後
期
に
垂
水
区
五
色
塚
古
墳
を
訪
ね
ま
し

た
。
足
を
運
ん
だ
経
験
が
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
川
西
宏
幸
先
生

に
連
れ
ら
れ
て
関
西
を
歩
い
た
大
学
院
三
年
目
の
初
夏
で
し
た
か

ら
、
二
十
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。
い
ま
、
学
芸
員
課
程
の
資
料
保

存
論
の
講
義
を
御
担
当
い
た
だ
い
て
い
る
秋
山
浩
三
さ
ん
に
大
阪
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で
お
目
に
か
か
っ
た
の
も
、
こ
の
時
で
し
た
。
客
気
だ
け
で
動
い

て
い
た
過
去
を
想
い
つ
つ
、
神
戸
で
考
古
学
を
学
べ
る
こ
と
に
あ

ら
た
め
て
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

【
二
〇
二
二
年
度
の
研
究
活
動
】

〈
論
文
〉

・「
須
玖
式
土
器
の
細
別
と
大
別
」『
考
古
学
雑
誌
』
一
〇
五
│

一
、二
〇
二
二
年
一
〇
月

・「
陸
中
・
山
田
湾
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ

ジ
ー
の
実
践
と
縄
文
三
陸
津
波
研
究
」『
第
一
回
日
本
災

害
・
防
災
考
古
学
会
研
究
会
資
料
・
予
稿
集
』、
二
〇
二
二

年
九
月
（
共
著
）

・「
縄
文
三
陸
地
震
津
波
研
究
５
―
「
縄
文
海
進
」
定
着
後
の

天
変
地
異
と
陸
中
・
山
田
湾
―
」『
第
十
回
歴
史
地
震
史
料

研
究
会
講
演
要
旨
集
』
歴
史
地
震
史
料
研
究
会
、
二
〇
二
二

年
十
一
月
（
共
著
）

〈
研
究
報
告
〉

・「
災
害
考
古
学
の
方
法
と
資
料
」、
第
十
六
回
「
災
害
文
化
と

地
域
社
会
形
成
史
」
研
究
会
、
二
〇
二
二
年
七
月

・「
陸
中
・
山
田
湾
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ

ジ
ー
の
実
践
と
縄
文
三
陸
津
波
研
究
」、
第
一
回
日
本
災
害
・

防
災
考
古
学
会
研
究
会
、
二
〇
二
二
年
九
月
（
共
同
発
表
）

・「
縄
文
三
陸
地
震
津
波
研
究
５
―
「
縄
文
海
進
」
定
着
後
の

天
変
地
異
と
陸
中
・
山
田
湾
―
」
第
十
回
歴
史
地
震
史
料
研

究
会
発
表
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
（
共
同
発
表
）

〈
講
演
〉

・「
海
辺
と
山
裾
の
弥
生
時
代
史
」、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
令
和
四
年
度
考
古
学
講
座
「
海
と
山
が
お
り
な
す
歴

史
」
第
二
回
、
二
〇
二
二
年
七
月

・「
弥
生
土
器
の
始
ま
り
を
考
え
る
」、
二
〇
二
二
年
度
弥
生
時

代
講
座
聞
い
て
な
っ
と
く
弥
生
の
世
界
第
一
回
、
二
〇
二
二

年
八
月

〈
そ
の
他
〉

・『
す
み
あ
〜
と
―
博
物
館
学
芸
員
実
習
記
録
―
』
二
十
五
、

神
戸
女
子
大
学
史
学
科
（
共
編
著
）

鈴
　
木
　
宏
　
節
（
東
洋
史
担
当
）

二
〇
二
二
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
た
め
、
計
画
さ
れ
て

い
た
モ
ン
ゴ
ル
国
で
の
調
査
を
再
度
延
期
し
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル

と
ロ
シ
ア
は
陸
続
き
で
も
あ
り
、
は
や
泥
沼
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

の
行
方
も
気
掛
か
り
で
す
。
そ
も
そ
も
戦
禍
を
被
っ
て
い
る
黒
海
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沿
岸
地
域
は
、
か
つ
て
豊
か
な
草
原
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
記
録
し
た
遊
牧
民
、
ス
キ
タ
イ
（
前
七
〜
前
四
世

紀
）
が
活
躍
し
た
舞
台
で
あ
り
、
ト
ル
コ
（
テ
ュ
ル
ク
）
系
遊
牧

民
で
あ
れ
ば
ハ
ザ
ル
（
七
〜
一
〇
世
紀
）
が
本
拠
を
構
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
黒
海
北
岸
は
ク
リ
ム
・
ハ
ン
国
と
い
う
チ
ン
ギ

ス
・
カ
ン
の
後
裔
国
家
が
存
続
し
て
い
た
地
域
で
し
た
。
あ
ら
た

め
て
一
八
世
紀
以
降
の
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
南
下
政
策
と
そ
の
影

響
を
問
い
直
す
日
々
で
す
。

【
二
〇
二
二
年
度
の
研
究
活
動
】

〈
論
文
〉

・「
漠
北
回
鶻
汗
國
的
突
厥
碑
銘
│
希
内
烏
蘇
碑
北
面
銘

文
的
再
検
討
│
」『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
二
三
輯
、

二
〇
二
二
年
七
月

〈
研
究
報
告
〉

・「
阿
史
那
思
摩
│
隋
唐
帝
国
に
翻
弄
さ
れ
た
テ
ュ
ル
ク
武
人

│
」、
連
続
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
武
人
た
ち
の

ユ
ー
ラ
シ
ア
│
越
境
・
征
服
・
統
合
」（
代
表 

東
京
大
学 

杉

山
清
彦
）、
第
三
回
「
テ
ュ
ル
ク
／
ソ
グ
ド
・
イ
ン
パ
ク
ト

の
東
西
」、
二
〇
二
二
年
七
月

松
　
下
　
孝
　
昭
（
日
本
近
現
代
史
担
当
）

鉄
道
の
誘
致
と
い
う
課
題
を
通
し
て
日
本
近
現
代
史
を
透
視
し

よ
う
と
す
る
研
究
を
卒
業
し
、
軍
隊
の
誘
致
と
地
域
社
会
と
の
関

係
性
に
関
心
を
移
し
て
か
ら
、
か
れ
こ
れ
十
数
年
が
経
ち
ま
し

た
。
最
近
は
戦
後
史
に
も
視
野
を
広
げ
、
自
衛
隊
の
誘
致
を
め
ぐ

る
地
域
社
会
の
動
向
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
左
記
の
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
日
本
再
軍
備
を
め
ぐ
る
地
域
社
会
の
葛
藤
│
警
察
予
備
隊
松

本
部
隊
の
演
習
地
問
題
を
中
心
に
│
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
三
一

編
第
七
号
、
二
〇
二
二
年
七
月
）

一
方
で
、
今
も
時
お
り
鉄
道
に
関
す
る
原
稿
依
頼
も
舞
い
込
ん

で
き
た
り
し
ま
す
。
二
〇
二
二
年
は
日
本
の
鉄
道
開
通
一
五
〇
周

年
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
の
論
稿
も
寄
稿
し
ま
し
た
。

「
鉄
道
敷
設
法
の
成
立
と
展
開
」（『
運
輸
と
経
済
』
第
九
〇
四

号
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）

今
後
は
対
象
地
域
を
さ
ら
に
広
げ
て
、
自
衛
隊
の
立
地
が
地
域

社
会
に
い
か
な
る
波
紋
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
課
題
を
歴
史
学
的

に
追
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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村
　
田
　
路
　
人
（
日
本
近
世
史
担
当
）

こ
の
一
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
も
衝

撃
的
で
悲
し
か
っ
た
出
来
事
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
今
年
七
月

二
九
日
の
梶
木
良
夫
先
生
の
ご
逝
去
で
す
。
梶
木
先
生
と
私
は
同

年
齢
で
、
二
〇
代
後
半
に
、
同
じ
学
会
の
委
員
と
し
て
、
当
該
学

会
の
記
念
行
事
を
成
功
さ
せ
る
た
め
奔
走
し
て
い
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
あ
ま
り
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
私
が
本
学
に
着
任
す
る
こ
と

に
な
り
、
思
い
が
け
ず
同
僚
と
し
て
の
お
付
き
合
い
が
始
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
度
末
に
一
緒
に
本
学
を
定
年
退

職
す
る
は
ず
で
し
た
が
、
も
は
や
そ
れ
は
叶
わ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
本
当
に
寂
し
い
限
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
日
本
史
専
門
教
育
の
経
験
も
三
十
数
年
に
及

び
ま
す
が
、
そ
の
間
、
古
文
書
教
育
と
と
も
に
重
視
し
て
き
た
の

は
史
跡
の
現
地
見
学
で
す
。
着
任
以
来
、
授
業
に
は
努
め
て
学
外

史
跡
見
学
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
大
阪
城
や
適
塾

な
ど
、
大
阪
の
史
跡
見
学
が
主
で
す
が
、
入
門
演
習
や
基
礎
演
習

で
は
、
授
業
時
間
内
に
大
学
周
辺
史
跡
で
あ
る
須
磨
寺
や
旧
西
国

街
道
な
ど
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
学
生
に
は
、
一
般
観
光
客
で
は
な

く
歴
史
研
究
者
と
し
て
の
史
跡
の
見
方
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

願
い
な
が
ら
史
跡
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

【
二
〇
二
二
年
度
の
研
究
活
動
】

〈
著
書
〉

・
適
塾
記
念
会
緒
方
洪
庵
全
集
編
集
委
員
会
編
『
緒
方
洪
庵
全

集
』
第
三
巻
（
上
）　
和
歌
　
書
　
著
作
（
そ
の
二
）

大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
三
年
三
月
（
共
編
）

・
摂
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
修
摂
津
市
史
』
第
二
巻
　

近
世
・
近
代
編
　
摂
津
市
、
二
〇
二
三
年
三
月
（
共
編
著
）。

執
筆
は
、
第
一
章
「
近
世
的
秩
序
の
形
成
」
の
う
ち
の
四
節

分
、
第
二
章
「
地
域
社
会
の
発
展
」
の
う
ち
の
二
節
分
、
第

三
章
「
地
域
社
会
の
諸
相
」
の
う
ち
の
一
節
分
。

〈
論
文
〉

・「
近
世
に
お
け
る
堤
防
保
全
策
」『
枚
方
市
史
年
報
』
第
二
五

号
、
二
〇
二
三
年
三
月

〈
史
料
集
〉

・『
豊
中
市
文
書
館
史
料
集
４
　
中
井
家
文
書
１
　
庄
屋
編
』

豊
中
市
、
二
〇
二
三
年
三
月
（
監
修
）

山
　
内
　
晋
　
次
（
日
本
古
代
史
担
当
）

二
〇
二
〇
年
の
年
明
け
前
後
か
ら
日
本
で
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
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た
こ
ろ
、
自
分
な
ど
は
、
半
年
く
ら
い
す
れ
ば
そ
ん
な
流
行
も
終

息
し
、
ま
た
も
と
の
生
活
に
戻
れ
る
だ
ろ
う
、
と
高
を
く
く
っ
て

い
た
。
で
も
、
そ
の
後
の
展
開
は
、
そ
ん
な
安
易
な
予
測
を
み
ご

と
に
裏
切
る
も
の
で
、
二
〇
二
三
年
九
月
現
在
で
も
、
そ
の
流
行

は
収
束
し
た
と
は
い
え
な
い
。

日
頃
の
授
業
で
自
分
は
、
歴
史
に
は
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
口
に
す
る
が
、
す
く
な
く
と
も
今
回

の
コ
ロ
ナ
禍
に
関
し
て
は
、
自
分
は
歴
史
か
ら
な
に
も
学
ん
で
い

な
か
っ
た
、
と
反
省
し
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
た
と
え
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
八

年
頃
か
ら
世
界
的
に
流
行
し
、
結
果
的
に
一
億
人
を
超
す
死
者
を

だ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
）
の
場
合
に
も
、
一
九
二
〇
年
に
ほ
ぼ
終
息
す
る
ま

で
に
三
年
ほ
ど
の
月
日
を
要
し
て
い
る
。

こ
の
歴
史
上
の
事
例
を
参
照
す
れ
ば
、
今
回
の
世
界
的
な
コ
ロ

ナ
禍
も
、
半
年
程
度
で
収
ま
る
は
ず
は
な
く
、
私
の
安
易
な
予
測

な
ど
は
、
ま
っ
た
く
歴
史
に
学
ん
で
い
な
い
愚
か
な
希
望
的
観
測

と
し
か
い
え
な
か
っ
た
の
だ
。

あ
ら
た
め
て
、
襟
を
正
し
て
歴
史
学
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

【
二
〇
二
二
年
度
の
研
究
活
動
】

〈
論
文
〉

・“Volcanic native sulphur pebbles excavated 
from

 the near-shore deposits of H
akata B

ay, 
K

yushu, Japan: Their form
ation, preservation and 

archaeological significance” (Co-authored), Journal of 
Archaeological Science: R

eports, 45, 2022/10

・「
硫
黄
流
通
史
研
究
か
ら
み
た
博
多
港
湾
石
積
遺
構
の
歴
史

的
価
値
」、
大
庭
康
時
編
『
博
多
津 

博
多
191
│
博
多
遺
跡
群
第
221

次
調
査
出
土
の
石
積
遺
構
│
（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書 

第1468

集
）』、
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
三
年
一
月

〈
学
会
発
表
〉

・「
中
華
の
秩
序
と
ミ
カ
ン
」、
唐
代
史
研
究
会
二
〇
二
二
年
夏

期
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
熱
海
市
、
二
〇
二
二
年
八
月

〈
講
演
〉

・「
日
本
近
世
の
航
海
信
仰
か
ら
み
た
古
代
の
持
衰
」、「
神
宿

る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会
、

令
和
４
年
度 

世
界
遺
産
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群 

第
６
回
公
開
講
座
、
福
岡
市
、
二
〇
二
三
年

二
月
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吉
　
村
（
森
　
本
）
真
　
美
（
西
洋
史
担
当
）

二
〇
二
二
年
度
が
最
終
年
度
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
〈
不

自
由
労
働
〉
と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
二
つ
の
科
研
で
の

分
担
研
究
の
延
長
線
上
で
構
想
を
練
っ
て
き
た
、
新
し
い
科
研
課

題
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。（「
近
現
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
周
縁
的

階
層
の
家
族
│
帝
国
内
移
動
に
よ
る
〈
親
子
離
隔
〉
を
中
心
に

│
」、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
一
般
、
令
和
五
│
七
年
度
、
課
題
番
号

二
三
Ｋ
〇
二
二
九
九
、
研
究
代
表
者
）

今
回
は
、
西
洋
史
で
は
な
く
「
子
ど
も
学
」
の
枠
組
み
で
す
。

児
童
福
祉
研
究
に
お
い
て
長
ら
く
自
明
視
さ
れ
、
福
祉
行
政
の
根

幹
を
な
し
て
き
た
「
親
と
子
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
、
そ
の
実
態
と

と
も
に
歴
史
的
な
問
題
と
し
て
問
い
直
そ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

学
際
研
究
と
し
て
の
子
ど
も
学
の
中
で
歴
史
学
が
で
き
る
こ
と
は

何
か
。
福
祉
や
教
育
、
文
学
の
方
た
ち
と
の
交
流
の
中
で
ぼ
ん
や

り
と
考
え
続
け
て
き
た
こ
と
に
、
何
か
し
ら
の
答
え
が
出
せ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
二
〇
二
二
年
度
の
研
究
活
動
】
＊
す
べ
て
森
本
真
美
名
義

〈
論
文
〉

・「
囚
人
労
働
と
奴
隷
制
―
イ
ギ
リ
ス1830-40

年
代
の
刑

罰
改
革
に
お
け
る
議
論
」、
奥
田
伸
子
編
『
近
現
代
に
お
け

る
「
不
自
由
な
」
労
働
者
を
再
考
す
る
―
18-

20
世
紀
の
英

国
・
英
帝
国
を
中
心
に
』、
二
〇
二
三
年
三
月

〈
研
究
報
告
〉

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
近
現
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
〈
親
子
離

隔
〉』
森
本
真
美
、
並
河
葉
子
、
奥
田
伸
子
、
世
界
子
ど
も

学
研
究
会
第
二
九
回
研
究
例
会
、
二
〇
二
二
年
九
月
一
七

日
、
青
山
学
院
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
―

周
縁
的
家
族
と
〈
親
子
分
離
〉』　
趣
旨
説
明
、
第
二
報
告

「「
救
済
」
が
も
た
ら
し
た
も
の
―
チ
ャ
イ
ル
ド
・
リ
ム
ー
バ

ル
と
被
支
援
家
族
―
」
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
文
化
研
究
学
会
第

二
二
回
大
会
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
九
日
、
早
稲
田
大
学

戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

・「『
世
界
の
子
ど
も
　
イ
ギ
リ
ス
篇
』
へ
の
コ
メ
ン
ト
」、
第

六
回
「
子
ど
も
の
世
界
史
」
研
究
会
、
二
〇
二
三
年
三
月
四

日
、
京
都
大
学
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

〈
そ
の
他
〉

・「
コ
ラ
ム
　
子
ど
も
移
民
」、
山
口
み
ど
り
他
編
『
論
点
　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
三
年


